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今回のリリースでの新機能
Cisco Spacesで次の新機能が導入されました。

Cisco Spaces：Partner Firehose

スペース占有率とスペース占有率の変更という 2つの新しい Partner Firehoseイベントが Cisco
Spacesに導入されました。

•スペース占有率：このイベントは、会議室またはワークステーションなどのスペースの占
有率情報を使用して 15分間隔でトリガーされます。ただし、現時点では会議室のみがサ
ポートされています。イベントには、15分間隔中にスペースで観測された人の存在とピー
ク人数（関連するセンサーが人数のカウントをサポートしている場合）、部屋の予約ス

テータス、スペースに関する詳細、およびメタデータと階層の情報が含まれます。

•スペース占有率の変更：このイベントは、会議室やワークステーションなどのスペースの
占有率に変更があるたびにトリガーされます。ただし、現時点では会議室のみがサポート

されています。これには、スペースで観測された人の存在または人数の変化（関連するセ

ンサーが人数のカウントをサポートしている場合）が含まれます。このイベントではさら

に、スペースに関する詳細、会議室の予約ステータス、およびメタデータと階層の情報が

提供されます。

バックエンドでこの機能を有効にする場合には、Cisco Spacesサポートチームにご相談くださ
い。

サブスクライバ通知アラート

Cisco Spacesでは、重大なインシデントに関する情報を最新に保つために、電子メール通知機
能が提供されるようになりました。この機能は Cisco Spacesのベータ版 GUIの [Configure] >
[Notifications]で利用できます。
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https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/wireless/spaces/config-guide/ciscospaces-configuration-guide/m_getting_started.html#contact-cisco-spaces-support


インシデントカテゴリには以下があります。

•定期メンテナンス通知

•プラットフォーム/サービス障害アラート

•ネットワーク接続障害通知

•着信データアラート

•オンボーディング失敗通知（キャプティブポータル/OpenRoaming/SDK）

このリリースでの変更点
Cisco Spacesのベータ版 UIでは、次の機能強化が加えられました。

[LocationHierarchy]で、セキュリティアプライアンスデバイスの数を表示できるようになりま
した。

それぞれの場所でのセキュリティアプライアンスデバイスの詳細なリストを表示するには、

[Network Devices]タブ（[Network Devices] > [Security Appliances]）に移動します。

問題
「問題」では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。

未解決の問題

Cisco Spacesのこのリリースに未解決の問題はありません。

解決済みの問題

この項では、Cisco Spacesのこのリリースで解決された問題を示します。

表 1 : Cisco Spacesの解決済みの問題

問題の説明問題識別子

Cisco Spaces：「Right Now」アプリケーション SSID分類の問題CSCwo98182
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このリリースでの変更点

https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCwo98182


翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


